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項 目 要  約 

１．研究の概要 
 環境負荷低減と有害度低減の実現のためマイナーアクチニド(MA)を

効率よくかつ安全に核変換・減容するナトリウム冷却高速炉(SFR)につ

いて検討するとともに、「もんじゅ」等の運転、性能データを活用して、

炉物理特性、特にMA核変換量やナトリウムボイド反応度等を精度よく計

算する手法、およびそれらの予測誤差低減化の手法を開発する。それら

をMA核変換SFRに適用することを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）MA核変換炉心におけるMA装荷方式の得失整理

２）MA核変換炉心概念の設計

３）MA核変換量の計算システムの開発

４）「もんじゅ」データをはじめとするMA核変換関連測定データの体系

的整備及び評価 

５）MA核変換量の予測誤差評価システムの開発

６）「もんじゅ」データ等によるMA核変換量の予測誤差低減システムの

開発 

７）予測誤差低減による各種炉心の静特性、動特性への影響の評価

８）今後の「もんじゅ」等に望まれるMA核変換関連測定、実験の具体化 

２．総合評価 MA核変換システム開発のため、従来の実験データを活用することでい

くつかの知見が得られており、過去の研究の有効活用につながるなど進

展が見られた。 

今後、実証炉研究が再開された場合に、炉心概念のオプションとなる

よう提案されることが期待される。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

Ａ


